
漏洩防止対策の実施状況及び実施スケジュール

内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績
外部漏洩リスクの高い作業
の監視の徹底

随時、作業現場の確認を実施。特
に、全作業（約800）のうち、外部漏
洩に結びつくリスクの高い作業を選
定し、当社が責任を持って監視を徹
底する。

継続的に実施 ＪＥＳＣＯ
運転管理課

ＪＥＳＣＯ
運転管理課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・作業予定表
・チェックの方法
・JESCO立ち会い記録
・運転管理課環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会でH26環境
管理計画書におい
て「外部漏洩リスク
作業立会」が計画さ
れていることを確認
・SD受入5回、鉱物
油2回、スクラバー
油1回、軽油1回、分
析廃水３回、廃
TCB1回、廃濃硫酸
1回、分析廃液2回、
分析廃水ｽﾄﾚｰﾅ交
換1回、3-2系活性
炭交換1回、立会確
認実施

・分析廃水払出2
回、3系、5系活性炭
交換各1回

 ・SD受入4回、排出
油1回、鉱物油2回、
スクラバー油3回、
軽油1回、分析廃水
３回、分析廃液2
回、廃濃硫酸1回、
新溶剤受入1回、3-
2系立上1回、3-3系
立上1回

 ・SD受入4回、排出
油1回、鉱物油1回、
スクラバー油1回、
分析廃水5回、分析
廃液2回、廃濃硫酸
1回
・7/16の環境推進
委員会で「外部漏洩
リスク作業立会」が
計画通り実施されて
いることを確認

 ・SD受入1回、鉱物
油1回、スクラバー油
1回、分析廃水4回、
分析廃液2回、新溶
剤1回、3-2系活性炭
交換1回、COS油回
収1回

 ・SD受入4回、鉱
物油2回、スクラ
バー油2回、分析廃
水4回、分析廃液2
回、廃TCB1回、廃
濃硫酸1回、3-2系
活性炭交換1回、
COS油回収1回、分
析排水ｽﾄﾚｰﾅ交換
1回

 ・SD受入5回、鉱物
油2回、スクラバー
油2回、分析廃水4
回、分析廃液2回、
廃TCB2回、排出油
1回
・10/31の環境推進
委員会で「外部漏
洩リスク作業立会」
が計画通り実施さ
れていることを確認

 ・分析廃水1回、分
析廃液1回、廃濃硫
酸1回、3-2系活性
炭交換1回、排気1
～4系立上(2,4系活
性炭交換)1回、排
気5,6系立上1回、
COS油回収1回

 ・SD受入3回、分
析廃水3回、分析
廃液1回、鉱物油
2回、ｽｸﾗﾊﾞｰ油2
回、新溶剤1回、
排気3系活性炭交
換1回

 ・SD受入3回、分析
廃水2回、分析廃液
2回、鉱物油1回、ｽ
ｸﾗﾊﾞｰ油1回、新溶
剤1回、廃TCB1回、
3-2系活性炭交換1
回、COS油回収1回
・1/19の環境推進
委員会で「外部漏洩
リスク作業立会」が
計画通り実施されて
いることを確認

 ・SD受入3回、分
析廃水2回、分析
廃液1回、廃濃硫
酸1回、廃TCB1
回、排出油1回、鉱
物油2回、ｽｸﾗﾊﾞｰ
油1回、3-2系活性
炭交換1回

 ・SD受入3回、分析
廃水3回、分析廃液
1回、鉱物油2回、ｽｸ
ﾗﾊﾞｰ油2回、3系活
性炭交換1回

・SD受入　35回
・鉱物油受入　17回
・スクラバー油受入
16回
・新溶剤受入　4回
・分析廃水払出　36回
・軽油受入　1回
・廃TCB払出　6回
・廃濃硫酸払出　6回
・分析廃液払出　18回
・分析廃水ｽﾄﾚｰﾅ交換
2回
・排出油払出　4回
・COS油回収　4回
・排気処理設備立上立
下　16回

トラブル検討委員会の定期
開催

委員会を定期的に開催し、漏洩対
策の進捗状況を確認

月１回 JESCO
安全対策課

JESCO所長
TKS社長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・トラブル検討委員会の開催
・開催記録の作成
・安全対策課環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会でH26環境
管理計画書におい
て委員会開催が原
則毎月計画されて
いることを確認
・4/8 トラブル検討
委員会開催

・5/15 トラブル検討
委員会開催

（定期点検中のため
開催せず）

・7/10 トラブル検討
委員会開催
・7/16の環境推進
委員会でトラブル検
討委員会が計画通
り実施されているこ
とを確認

・8/7 トラブル検討委
員会開催

・9/11 トラブル検
討委員会開催

・10/8 トラブル検討
委員会開催
・10/31の環境推進
委員会でトラブル
検討委員会が計画
通り実施されている
ことを確認

・11/12 トラブル検
討委員会開催

（定期点検中のた
め開催せず）

・1/13 トラブル検討
委員会開催
・1/19の環境推進
委員会でトラブル検
討委員会が計画通
り実施されているこ
とを確認

・2/12 トラブル検
討委員会開催

・3/11 トラブル検討
委員会開催

・計10回開催

各種既存プロジェクトの推
進による漏洩防止対策の
強化

漏洩防止対策は、作業手順等が合
理的か、作業環境に影響は与えな
いか、また、コスト面や工期等各プ
ロジェクトにおける各方面からの検
討が必要であり、既存各プロジェク
トで検討していく。

月１回 プロジェクトリー
ダーは、運転改善
ＰＪがJESCO運転
管理課長、環境安
全ＰＪがJESCO安
全対策課長、全体
ＰＪ総括会議は
JESCO所長

JESCO所長 － ・全体プロジェクト総括会議
・漏洩防止プロジェクト
・運転改善プロジェクト
・環境安全プロジェクト
・設備保全プロジェクト
・作業環境プロジェクト
・各プロジェクトの記録作成

全体プロジェクト総
括会議　　4/16開催
漏洩防止プロジェク
ト会議　　4/24開催
運転改善プロジェク
ト会議　　4/24開催
環境安全プロジェク
ト会議　　4/25開催
設備保全プロジェク
ト会議　　4/ 9開催
作業環境プロジェク
ト会議　　4/25開催

―

5/29 開催

―

5/30 開催

―

5/30 開催

―

6/26 開催

6/26 開催

6/25 開催

6/11 開催

6/25 開催

―

7/24 開催

7/24 開催

7/25 開催

7/9  開催

7/25 開催

―

8/28 開催

8/28 開催

8/25 開催

8/6  開催

8/25 開催

―

9/24 開催

9/24 開催

9/26 開催

9/11 開催

9/26 開催

10/20 開催

10/30 開催

10/30 開催

10/29 開催

10/8 開催

10/29 開催

―

11/28 開催

―

11/27 開催

―

11/27 開催

―

12/18 開催

12/18 開催

12/25 開催

12/10 開催

12/25 開催

―

1/30 開催

1/30 開催

1/26 開催

1/14 開催

1/26 開催

―

2/23 開催

2/25 開催

2/27 開催

2/9  開催

2/27 開催

―

3/26 開催

3/26 開催

3/25 開催

3/11 開催

3/25 開催

2回 開催

12回 開催

10回 開催

12回 開催

10回 開催

12回 開催

ＥＭＳを活用した継続的改
善

再生計画以降の各種対策は法的要
求事項と同等の扱いで実施。
2件の事故はEMSにおける不適合
状態と認識し、是正措置又は予防
措置として対策を実施していく。
実施状況については、外部及び内
部監査、レビュー等により確認し必
要な見直しを行い、継続的改善を
図っていく。

継続的に実施 JESCO及びTKSの
全社員

環境安全実施
統括者（JESCO
所長）

環境マニュア
ル全般

・環境マニュアルの改訂
・法的要求事項への取り込み
・各部署の環境管理計画書への
反映
・環境推進委員会、レビューでの
確認

・4/17の環境推進
委員会で各課の環
境管理計画書に記
載されている対策
内容を確認
・環境安全事務局で
4月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ実施

・環境安全事務局で
5月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ。

・環境安全事務局で
6月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ。

・7/16の環境推進
委員会で各課の環
境管理計画書に記
載されている対策
内容を確認
・環境安全事務局で
7月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ実施

・環境安全事務局で
8月分の環境管理計
画の実施報告を取り
まとめ。

・環境安全事務局
で9月分の環境管
理計画の実施報告
を取りまとめ。

・10/31の環境推進
委員会で各課の環
境管理計画書に記
載されている対策
内容を確認
・環境安全事務局
で10月分の環境管
理計画の実施報告
を取りまとめ実施

・環境安全事務局で
11月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ実施

・環境安全事務局
で12月分の環境
管理計画の実施
報告を取りまとめ
実施

・1/19の環境推進
委員会で各課の環
境管理計画書に記
載されている対策
内容を確認
・環境安全事務局で
1月分の環境管理
計画の実施報告を
取りまとめ実施

・環境安全事務局
で2月分の環境管
理計画の実施報告
を取りまとめ実施

・3/19ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ
を実施。①法的要求
事項等の評価結果、
②H27.2までの環境
管理計画の実施状
況の報告、③不適合
是正措置報告、④前
回レビューにおける
課題のフォロー結果
等を確認

・環境推進委員会
      4回開催
・3/19 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ
開催

豊田事業部会における検
討

漏洩リスク低減活動の実施状況等
を報告し、意見や助言を得て対策に
反映

必要に応じて
開催する。

JESCO所長 豊田事業部会
各委員

－ ・豊田事業部会開催記録
（資料、議事録）

－ － －

7/4事業部会を開催
し、漏洩リスク低減
活動の進捗報告、
並びに第三者によ
る評価結果等を報
告

－ － － － － －

・2/26事業部会を
開催し、「作動油漏
洩対策」、「中長期
保全計画」につい
て報告実施

・3/27ＰＣＢ廃棄物
処理事業検討委員
会が開催され、「作
動油漏洩対策」につ
いて報告実施

・豊田事業部会（2
回）を開催し、漏洩リ
スク低減活動の進
捗、作動油漏洩対策
等について報告

全社的なバックアップ体制
の強化

内部技術評価、各種監査の際の安
全対策実施状況の確認に加え、本
社から定期的に事務所へ出向き対
策の実施状況の確認や事業所職
員、TKS社員との意見交換を行う。

定期的に実施 本社事業部 本社役員 － ・トラブル検討委員会等への出
席　　　　　　　　・対応記録

・4/8のトラブル検討
委員会、及び4/24
の漏洩防止ＰＪ会議
に本社アドバイザー
等が出席し、意見
交換実施

・5/15のトラブル検
討委員会、及び
5/29の漏洩防止ＰＪ
会議に本社アドバイ
ザー等が出席し、意
見交換実施

・6/26の漏洩防止Ｐ
Ｊ会議に本社アドバ
イザー等が出席し、
意見交換実施

・7/10のトラブル検
討委員会、及び
7/24の漏洩防止ＰＪ
会議に本社アドバイ
ザー等が出席し、意
見交換実施

・8/7のトラブル検討
委員会、及び8/28の
漏洩防止ＰＪ会議に
本社アドバイザー等
が出席し、意見交換
実施

・9/11のトラブル検
討委員会、及び
9/24の漏洩防止Ｐ
Ｊ会議に本社アドバ
イザー等が出席
し、意見交換実施

・10/8のトラブル検
討委員会、及び
10/30の漏洩防止
ＰＪ会議に本社アド
バイザー等が出席
し、意見交換実施

・11/12のトラブル検
討委員会、及び
11/28の漏洩防止Ｐ
Ｊ会議に本社アドバ
イザー等が出席し、
意見交換実施

・12/18の漏洩防
止ＰＪ会議に本社
アドバイザー等が
出席し、意見交換
実施

・1/13のトラブル検
討委員会、及び
1/30の漏洩防止ＰＪ
会議に本社アドバイ
ザー等が出席し、意
見交換実施

・2/12のトラブル検
討委員会、及び
2/23の漏洩防止Ｐ
Ｊ会議に本社アド
バイザー等が出席
し、意見交換実施

・3/11のトラブル検
討委員会、及び
3/26の漏洩防止ＰＪ
会議に本社アドバイ
ザー等が出席し、意
見交換実施

・本社出席回数
　トラブル検討委員会
　　　　10回/10回
　漏洩防止ＰＪ
　　　　12回/12回
　全体ＰＪ会議
       　2回/2回

漏洩対策プロジェクトチー
ムの設置

TKS社内に漏洩対策プロジェクト
チームを設置し、対策の計画立案
や実施状況の確認、JESCOへの報
告を主導。
注：TKSの漏洩対策プロジェクトチー
ムはH24年度末で解散。H25年度か
らはTKSが新たに設けた安全品質
管理部が事務を継承

継続的に実施 TKS安全品質管理
部長

TKS社長 － ・対策チームの活動内容
・現場立ち会い記録、改善記録
・JESCOへの報告記録

・H25年度より、TKS
が組織変更を行
い、安全品質管理
部を設け、同部内に
漏洩対策スタッフを
配置
・4/8のトラブル検討
委員会で安全品質
管理部のH26年度
アクションプランを
報告

・安全品質管理部
漏洩対策スタッフが
活動継続
（具体的対応は以
下の項を参照）

同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 通年実施

ヒヤリハット気がかり活動
の充実

誤操作事例もＨＨＫ案件として報告
するよう活動要領の指導周知を実
施

継続的に実施 TKS全員 TKS安全品質管
理部長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・活動要領周知の記録
・ヒヤリハット対応記録
・ＴＫＳ環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において毎
月対応状況が管理
されることを確認
・4/25 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・4月度のＨＨＫ報告
件数：7件
（累計対策実施件
数：6件/7件）

・5/30 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・5月度のＨＨＫ報告
件数：4件
（累計対策実施件
数：7件/11件）

・6/25 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・ＨＨＫ解析強化を
目的とし6月度より
新様式のＨＨＫ報告
書に変更し、合わせ
て「ＨＨＫ活動月報」
の発行も開始
・6月度のＨＨＫ報告
件数：8件（累計対
策実施件数：10件
/19件）

・7/25 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・7月度のＨＨＫ報告
件数：8件（累計対
策実施件数：10件
/27件）
・7/16の環境推進
委員会でHHKの対
応状況が毎月管理
されていることを確
認

・8/25 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・8月度のＨＨＫ報告
件数：7件
（累計対策実施件
数：14件/34件）

・9/26 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件
の検討状況を説明
・9月度のＨＨＫ報
告件数：33件
（累計対策実施件
数：14件/67件）

・10/29 環境安全Ｐ
ＪでＨＨＫ報告案件
の検討状況を説明
・10月度のＨＨＫ報
告件数：12件
（累計対策実施件
数：34件/79件）
・10/31の環境推進
委員会でHHKの対
応状況が毎月管理
されていることを確
認

・11/27 環境安全Ｐ
ＪでＨＨＫ報告案件
の検討状況を説明
・11月度のＨＨＫ報
告件数：17件
（累計対策実施件
数：47件/96件）

・12/25 環境安全
ＰＪでＨＨＫ報告案
件の検討状況を
説明
・12月度のＨＨＫ
報告件数：13件
（累計対策実施件
数：58件/109件）

・1/26 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・1月度のＨＨＫ報告
件数：12件
（累計対策実施件
数：77件/121件）
・1/19の環境推進
委員会でHHKの対
応状況が毎月管理
されていることを確
認

・2/27 環境安全Ｐ
ＪでＨＨＫ報告案件
の検討状況を説明
・2月度のＨＨＫ報
告件数：15件
（累計対策実施件
数：86件/136件）

・3/25 環境安全ＰＪ
でＨＨＫ報告案件の
検討状況を説明
・3月度のＨＨＫ報告
件数：14件（累計対
策実施件数：93件
/150件）

・H26HHK報告件数
      　150件
・措置状況
<H26案件>
 措置未完了：57件

操作禁止札の運用の遵守 共通手順書（「さわるな札」の取扱い
など）のうち、業務規程「操作禁止
札の取扱い」の見直しを行い、全員
に教育を実施。今後も、運用の徹底
を指導していく。

継続的に実施 JESCO全員
TKS全員

JESCO所長
TKS社長

－ ・業務規定「操作禁止札の取り扱
い」　改訂済
・教育記録（全体教育、新人教
育）

・4/21 災害防止協
議会で点検工事業
者に「操作禁止札
の運用の遵守」を徹
底

・定期点検の安全
パトロール等で点検
工事業者の履行状
況を確認。操作禁
止札の運用につい
ては問題なし。

－

・7/24の漏洩防止Ｐ
Ｊ会議で「さわるな
札」取り付け用の新
フック改善策につい
て承認が得られた
為、導入を進める。

－ －

10/9,16 第7回安全
セミナーで「バルブ
開閉札と操作禁止
札の取扱い」につ
いて教育実施
・10/27 災害防止
協議会で点検工事
業者に「操作禁止
札の運用の遵守」
を徹底

・定期点検の安全
パトロール等で点検
工事業者の履行状
況を確認。操作禁
止札の運用につい
ては問題ないことを
確認。

－ － －

工事札を新たに設
けたため「操作禁止
札の取扱い」規定を
改訂
3/27グループ長対
象に教育実施

・安全セミナーで「バ
ルブ開閉札と操作禁
止札の取扱い」につ
いて教育実施
・災害防止協議会（2
回）で点検工事業者
に「操作禁止札の運
用の遵守」を徹底

（１）安
全管
理体
制の
強化

項目
１）　①

１）　②

２）

参考資料 １



内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績項目
誤操作防止のための指差
呼称の有効活用

・定期的な指差呼称の目的を再確
認される教育の定期的実施
・「指差呼称シート」の取り替え、掲
示場所の見直し

定期的に実施 TKS各グループ JESCO所長
TKS社長

－ ・指差呼称教育計画、記録
・指差呼称シートの表示リスト

・安全品質管理部ス
タッフが作業立会時
に、指差呼称に係る
教育を継続的に実
施

同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 ・安全品質管理部が
通年実施

作業グループによる漏洩リ
スクに係る危険予知（ＫＹ）
活動の実施

毎日１件づつグループリーダー又は
職長が予想し、回避策を運転員に
周知する活動を実施

継続的に実施 TKS作業者全員 TKS社長 － ・ＫＹ活動の実施記録（ＫＹシー
ト、周知記録）

・漏洩リスクだけで
なく、すべてのリス
クに関して各班で毎
直1件KY活動を行う
方法に運用変更
・ＫＹ総活動記録
622件（内漏洩リス
ク件数：318件）

・ＫＹ総活動記録
584件（内漏洩リス
ク件数：219件）

・ＫＹ総活動記録
698件（内漏洩リス
ク件数：363件）

・ＫＹ総活動記録
673件（内漏洩リス
ク件数：343件）

・ＫＹ総活動記録649
件（内漏洩リスク件
数：344件）

・ＫＹ総活動記録
567件（内漏洩リス
ク件数：273件）

・ＫＹ総活動記録
628件（内漏洩リス
ク件数：305件）

・ＫＹ総活動記録
544件（内漏洩リス
ク件数：205件）

・ＫＹ総活動記録
631件（内漏洩リ
スク件数：323件）

・ＫＹ総活動記録
594件（内漏洩リス
ク件数：300件）

・ＫＹ総活動記録
577件（内漏洩リス
ク件数：321件）

・ＫＹ総活動記録657
件（内漏洩リスク件
数：353件）

・ＫＹ総活動記録7,424
件（内漏洩リスク件数：
3,667件）

対策チームメンバーによる
現場教育の改善

安全品質管理部が現場に立会、ＫＹ
活動の周知徹底を確認し、コメント
することにより現場にフィードバック

継続的に実施 TKS安全品質管理
部

TKS安全品質管
理部長

－ ・現場立ち会い記録、改善記録 ・安全品質管理部
が52作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が51作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が64作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が53作業の立会確
認実施

・安全品質管理部が
48作業、SKSが1作
業の立会確認実施

・安全品質管理部
が66作業、SKSが1
作業の立会確認実
施

・安全品質管理部
が59作業、SKSが6
作業の立会確認実
施

・安全品質管理部
が28作業、SKSが1
作業の立会確認実
施

・安全品質管理部
が39作業の立会
確認実施

・安全品質管理部
が40作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が51作業の立会
確認実施

・安全品質管理部が
30作業の立会確認
実施

・安全品質管理部立
会確認件数：581作
業
・SKS立会確認件数：
9作業

ヒューマンエラー防止につ
いての講習会の開催

ＳＫＳの安全品質環境部から講師を
招いて講習会を開催

定期的に実施 TKS安全品質管理
部

TKS社長 － ・ヒューマンエラー防止講習会の
開催

・TKSが教育実施計
画を策定（ﾋｭｰﾏﾝｴ
ﾗｰ防止講習会を安
全ｾﾐﾅｰとして5月、
11月に開催予定）

・5/14、21　（計4
回）
　ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ防止講
習会開催

6/6、9
未受講者18名ビデ
オ補習実施

- - - -

・11/13,20 ﾋｭｰﾏﾝｴ
ﾗｰ防止講習会開催
（計4回）
・11/27未受講者15
名のﾋﾞﾃﾞｵ補習実施

- - - -

・合計7日間,11回開
催

保全整備後の運転再開の
ための当社によるチェック
のルール化

保全整備後の運転再開時は
JESCOがチェックした後TKSに指示
するルールとした。特に、排気処理
設備については、チェックシートによ
り再チェックを実施。また、ＰＣＢ濃
度等の測定を実施し、性能確認を
行うルールとした。

継続的に実施 JESCO設備保全
課又は運転管理
課

JESCO
運転管理課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・運転再開時のJESCOのチェック
方法、チェック記録（指示記録）
・運転再開指示ルールの徹底
・排気処理設備チェックシート作
成
・チェックシートによる確認記録
・ベンゼン濃度分析記録
・環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「活
性炭交換作業後の
運転再開チェックが
管理されることを確
認
・4/18 活性炭を交
換した3-2系排気処
理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・定期点検後の運
転再開はJESCOが
チェックした後TKS
に指示
・定期点検で活性炭
を交換した3系及び
5系の排気処理設
備については、
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・6/4活性炭を交換
した3-3系、及び
6/27 3-2系排気処
理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・保全整備後の運
転再開連絡実施(排
気処理設備関係該
当なし)
・7/16の環境推進
委員会で「活性炭交
換作業後の運転再
開のチェック」が確
実に実施されている
ことを確認

・8/8活性炭を交換し
た3-2系排気処理設
備についてJESCOが
チェックシートにより
再チェックを実施し、
運転再開を指示

・9/19活性炭を交
換した3-2系排気
処理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・保全整備後の運
転再開連絡実施
(排気処理設備関
係該当なし)
・10/31の環境推進
委員会で「活性炭
交換作業後の運転
再開のチェック」が
確実に実施されて
いることを確認

・定期点検後の運
転再開はJESCOが
チェックした後TKS
に指示
・定期点検で活性炭
を交換した2系、3-2
系、及び4系の排気
処理設備について
は、JESCOがチェッ
クシートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・12/12 活性炭を
交換した3系排気
処理設備につい
てJESCOがチェッ
クシートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・1/22 活性炭を交
換した3-2系排気処
理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示
・1/19の環境推進
委員会で「活性炭交
換作業後の運転再
開のチェック」が確
実に実施されている
ことを確認

・2/25 活性炭を交
換した3-2系排気
処理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・3/13 活性炭を交
換した3系排気処理
設備について
JESCOがチェック
シートにより再チェッ
クを実施し、運転再
開を指示

・3系 3回、2系・4系・5
系 各1回、3-3系1
回、3-2系 7回の活性
炭交換時にJESCO
がチェックシートで再
チェック

安全審査会の対象の拡充 審査対象に、従来からの火気使
用、高所及び酸欠の各作業に加
え、過去に事故が発生したことのあ
る設備又は類似設備の点検工事を
追加

対象案件の工
事実施前

JESCO設備保全
課、TKS関係グ
ループ、工事業者

JESCO
設備保全課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・監督標準の改正、周知
・安全審査会開催記録（過去の
事故情報の周知含む）
・設備保全課環境管理計画書

・4/1７の環境推進
委員会で環境管理
計画書で「安全審査
会」が管理されるこ
とを確認
・安全審査会4回開
催

・安全審査会6回開
催

・安全審査会2回開
催

・安全審査会2回開
催
・7/16の環境推進
委員会で「安全審査
会」が確実に実施さ
れていることを確認

・安全審査会5回開
催

・安全審査会5回開
催

・安全審査会6回開
催
・10/31の環境推進
委員会で「安全審
査会」が確実に実
施されていることを
確認

・安全審査会15回
開催

・安全審査会の開
催は無し

・安全審査会2回開
催
・1/19の環境推進
委員会で「安全審査
会」が確実に実施さ
れていることを確認

・安全審査会3回
開催

・安全審査会4回開
催

・安全審査会54回開
催

外部漏洩対応手順の再確
認

漏洩訓練の実施等により再確認す
る。

毎年度グルー
プ毎に実施

各グループ 各グループ長 環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・漏洩訓練実施計画
・漏洩訓練実施報告
・ＴＫＳ環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「液
体漏洩時緊急対応
訓練」が計画される
ことを確認 －

・ＴＫＳの各グループ
が緊急時漏洩対応
訓練の計画を策定
（7月：13件、8月：3
件実施予定）

・各グループが計13
回の液体漏洩対応
訓練を実施
・7/16の環境推進
委員会で「液体漏洩
対応訓練」が計画
通り実施されている
ことを確認

・各グループが計3回
の液体漏洩対応訓
練を実施

－ － － － － － －

・液体漏洩対応訓
練：16回実施

関係機関等への連絡 豊田市等関係者に対して速やかな
連絡・公表を行う。夜間又は休日に
事故が発生した場合における連絡
先等について、市と協議の上報告・
公表基準を見直しを行い、JESCO
及びTKSの管理職に対する教育を
徹底する。

速やかに JESCO所長又は
安全対策課長

各機関の担当
者

－ ・報告・公表基準の見直し
・教育の記録

・緊急時対応マニュ
アルを夜間、及び土
日休日に事故が発
生した場合に豊田
市へＦＡＸ通報する
８事案の表記を「事
故・トラブル発生時
の報告・公表基準」
に表記を合わせる
よう改訂（H26.4.1付
け）。

・5/27「熱媒油被液
による右手火傷」の
労災発生。「豊田事
業所におけるトラブ
ル等の発生時にお
ける報告・公表基
準」に基づき、豊田
市へ状況説明
・5/29事業部会委
員へ上記労災の状
況をメールにて連絡

・6/25事業部会委
員へＳＫＳ作成労災
最終報告書をメー
ルにて送付

・7/4 豊田事業部会
で「熱媒油被液によ
る右手火傷」の原因
と対策について報
告実施

－ －

・10/10に発生した
「油圧ユニットから
の作動油漏洩」、及
び「大型トランス解
体作業中に左手負
傷」について、「豊
田事業所における
トラブル等の発生
時における報告・公
表基準」に基づき、
10/14豊田市へ状
況説明
・10/15事業部会委
員へ作動油漏洩の
状況をメールにて
連絡
・10/14より作動油
漏洩について地元
7自治区長に状況
説明実施

・11/25「真空加熱
エリアで作業者転
倒により後頭部裂
傷」の労災発生。
「豊田事業所におけ
るトラブル等の発生
時における報告・公
表基準」に基づき、
豊田市へ状況説明

－ －

・2/27に発生した
「分析室ドラフト
チャンバー内での
発火」について 豊
田市消防本部、豊
田市環境保全課、
豊田労働基準監督
署、愛知県環境部
廃棄物監視指導
室、地元７自治区
長へ連絡
・同日に事業部会
委員へメールにて
状況報告
 

・「2/27 分析室ドラ
フトチャンバー内で
の発火」について、
3/5 豊田市環境部
長へ報告、3/12～
16 地元７自治区長
へ最終報告実施、
3/25 豊田市環境保
全課へ最終報告書
を提出

・「豊田PCB処理事業
所におけるトラブル
等の発生時における
報告・公表基準」に基
づき、豊田市へ状況
の報告等を実施

１） 作業面からの漏洩リスクの
評価

TKSが作業手順書を確認し、漏洩
の可能性のある作業を抽出。
JESCOは外部漏洩リスクの高い作
業を選定し、立会確認を実施

継続的に実施 JESCO
運転管理課員
TKS
安全品質管理部

JESCO
運転管理課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・漏洩の可能性のある作業を抽
出済
・JESCO立ち会い記録
・環境管理計画書

・SD受入5回、鉱物
油2回、スクラバー
油1回、軽油1回、分
析廃水３回、廃
TCB1回、廃濃硫酸
1回、分析廃液2回、
分析廃水ｽﾄﾚｰﾅ交
換1回、3-2系活性
炭交換1回、立会確
認実施。
・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「外
部漏洩リスク作業
立会」が管理される
ことを確認

・分析廃水払出2
回、3系及び5系活
性炭交換各1回の
立会確認を実施

 ・SD受入4回、排出
油1回、鉱物油2回、
スクラバー油3回、
軽油1回、分析廃水
３回、分析廃液2
回、廃濃硫酸1回、
新溶剤受入1回、3-
2系立上1回、3-3系
立上1回

 ・SD受入4回、排出
油1回、鉱物油1回、
スクラバー油1回、
分析廃水5回、分析
廃液2回、廃濃硫酸
1回
・7/16の環境推進
委員会で「外部漏洩
リスク作業立会」が
計画通り実施されて
いることを確認

 ・SD受入1回、鉱物
油1回、スクラバー油
1回、分析廃水4回、
分析廃液2回、新溶
剤1回、3-2系活性炭
交換1回、COS油回
収1回

 ・SD受入4回、鉱
物油2回、スクラ
バー油2回、分析廃
水4回、分析廃液2
回、廃TCB1回、廃
濃硫酸1回、3-2系
活性炭交換1回、
COS油回収1回、分
析排水ｽﾄﾚｰﾅ交換
1回

 ・SD受入5回、鉱物
油2回、スクラバー
油2回、分析廃水4
回、分析廃液2回、
廃TCB2回、排出油
1回
・10/31の環境推進
委員会で「外部漏
洩リスク作業立会」
が計画通り実施さ
れていることを確認

 ・分析廃水1回、分
析廃液1回、廃濃硫
酸1回、3-2系活性
炭交換1回、排気1
～4系立上(2,4系活
性炭交換)1回、排
気5,6系立上1回、
COS油回収1回

 ・SD受入3回、分
析廃水3回、分析
廃液1回、鉱物油
2回、ｽｸﾗﾊﾞｰ油2
回、新溶剤1回、
排気3系活性炭交
換1回

・SD受入3回、分析
廃水2回、分析廃液
2回、鉱物油1回、ｽ
ｸﾗﾊﾞｰ油1回、新溶
剤1回、廃TCB1回、
3-2系活性炭交換1
回、COS油回収1回
・1/19の環境推進
委員会で「外部漏洩
リスク作業立会」が
計画通り実施されて
いることを確認

 ・SD受入3回、分
析廃水2回、分析
廃液1回、廃濃硫
酸1回、廃TCB1
回、排出油1回、鉱
物油2回、ｽｸﾗﾊﾞｰ
油1回、3-2系活性
炭交換1回

 ・SD受入3回、分析
廃水3回、分析廃液
1回、鉱物油2回、ｽｸ
ﾗﾊﾞｰ油2回、3系活
性炭交換1回

・SD受入　35回
・鉱物油受入　17回
・スクラバー油受入
16回
・新溶剤受入　4回
・分析廃水払出　36回
・軽油受入　1回
・廃TCB払出　6回
・廃濃硫酸払出　6回
・分析廃液払出　18回
・分析廃水ｽﾄﾚｰﾅ交換
2回
・排出油払出　4回
・COS油回収　4回
・排気処理設備立上立
下　16回

個々の作業に対策チームが立会、
漏洩リスクの内容等を確認の上、手
順書の内容を吟味し、ＴＫＳが手順
書の改訂が必要と判断した場合に
は、TKSが改定案を作成し、JESCO
が承諾

手順書改訂済
み（今後作業
手順等変更が
生じた場合に
は手順書を改
訂する。）

TKS各グループ JESCO
運転管理課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・対策チームの立ち会い記録
・全作業手順書改訂済
・作業手順書の改訂記録
・ＴＫＳ環境管理計画書

手順書に、①１人作業禁止か否か、
②ダブルチェックの方法を明記。ま
た、①作業目的、②手順書どおり作
業を行わなかった場合の問題点、
③フロー図等を加筆

継続的に実施 TKS各グループ TKS漏洩対策プ
ロジェクトチーム
リーダー

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・全作業手順書改訂済
・作業手順書の改訂記録
・ＴＫＳ環境管理計画書

・11月度のJESCO
手順書承諾件数：
137件
（新規：5件、改訂：
118件、確認：13件、
廃版：1件）

・5月度のJESCO手
順書承諾件数：175
件
（新規：9件、改訂：
150件、確認：10、廃
版：6件）

２） ・4月度のJESCO手
順書承諾件数：14
件
（新規：2件、改訂：
11件、廃版：1件）
・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「作
業手順書の点検」
が管理されることを
確認

・10月度のJESCO
手順書承諾件数：1
件
（改訂：1件）
・10/31の環境推進
委員会で「作業手
順書の点検」が計
画通り実施されて
いることを確認

・9月度のJESCO手
順書承諾件数：45
件
（新規：1件、改訂：
37件、確認：4件、
廃版：3件）

・8月度のJESCO手
順書承諾件数：179
件
（新規：2件、改訂：
133件、確認：39件、
廃版：5件）

・7月度のJESCO手
順書承諾件数：28
件
（新規：7件、改訂：
20件、確認：1件）
・7/16の環境推進
委員会で「作業手順
書の点検」が計画
通り実施されている
ことを確認

・6月度のJESCO手
順書承諾件数：35
件
（新規：2件、改訂：
29件、廃版：4件）

作業手順書の総点検とそ
れを踏まえた改訂

３）

・JESCO手順書承諾
総件数　854件
・内訳
　　新規　34件
　　改訂　675件
　　確認　121件
　　廃版　24件

・2月度のJESCO
手順書承諾件数：
20件
（改訂：17件、確
認：1件、廃版：2
件）

・3月度のJESCO手
順書承諾件数：124
件
（改訂：103件、確
認：20件、廃版：1
件）

・1月度のJESCO手
順書承諾件数：96
件
（新規：6件、改訂：
56件、確認：33件、
廃版：1件）
・1/19の環境推進
委員会で「作業手順
書の点検」が計画
通り実施されている
ことを確認

・12月度のJESCO
手順書承諾件数：
0件

]

４）



内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績項目
「一人作業問いかけシート」、「ダブ
ルチェック規程」を定め、操作内容
を記録に残し、定期的に確認する。

継続的に実施 TKS各グループ TKS安全品質管
理部長

－ ・実施記録及び確認の記録 ・安全品質管理部
が52作業の立会確
認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認 27件

・安全品質管理部
が51作業の立会確
認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認17件

・安全品質管理部
が64作業の立会確
認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認54件

・安全品質管理部
が53作業の立会確
認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認43件

・安全品質管理部が
48作業、SKSが1作
業の立会確認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認38件

・安全品質管理部
が66作業、SKSが1
作業の立会確認実
施
・JESCOによる手
順書遵守現場立会
確認48件

・安全品質管理部
が59作業、SKSが6
作業の立会確認実
施
・JESCOによる手
順書遵守現場立会
確認39件

・安全品質管理部
が28作業、SKSが1
作業の立会確認実
施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認25件

・安全品質管理部
が39作業の立会
確認実施
・JESCOによる手
順書遵守現場立
会確認27件

・安全品質管理部
が40作業の立会確
認実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認26件

・安全品質管理部
が51作業の立会
確認実施
・JESCOによる手
順書遵守現場立会
確認32件

・安全品質管理部が
30作業の立会確認
実施
・JESCOによる手順
書遵守現場立会確
認37件

・安全品質管理部立
会確認件数：581作
業
・JESCO立会確認件
数：413作業

安全品質管理部が漏洩リスクの高
い作業から優先的に立会確認。
JESCOは立会又は記録により確認

継続的に実施 TKS安全品質管理
部

TKS漏洩対策プ
ロジェクトチーム
リーダー

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・ＴＫＳ対策チーム立ち会い記録
・JESCO立ち会い記録
・環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「漏
洩対策スタッフによ
る現場教育の改善」
が管理されることを
確認
・安全品質管理部
が52作業の現場立
会確認を実施

・安全品質管理部
が51作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が64作業の立会確
認実施

・安全品質管理部
が53作業の立会確
認実施
・7/16の環境推進
委員会で「漏洩対策
スタッフによる作業
立会い」が計画通り
実施されていること
を確認

・安全品質管理部が
48作業、SKSが1作
業の立会確認実施

・安全品質管理部
が66作業、SKSが1
作業の立会確認実
施

・安全品質管理部
が59作業、SKSが6
作業の立会確認実
施
・10/31の環境推進
委員会で「漏洩対
策スタッフによる作
業立会い」が計画
通り実施されている
ことを確認

・安全品質管理部
が28作業、SKSが1
作業の立会確認実
施

・安全品質管理部
が39作業の立会
確認実施

・安全品質管理部
が40作業の立会確
認実施
・1/19の環境推進
委員会で「漏洩対策
スタッフによる作業
立会い」が計画通り
実施されていること
を確認

・安全品質管理部
が51作業の立会
確認実施

・安全品質管理部が
30作業の立会確認
実施

・安全品質管理部立
会確認件数：581作
業
・SKS立会確認件数：
9作業

手順書どおり作業するとともに、設
備改善等の提案能力を身につける
ため、TKSの作業員は毎月１回作業
に係る報告書を提出する。
報告書に記載された設備改善提案
は、TKSで一次判断を行った上で
JESCOに提出されるので、採用可
否を判断する。
作業手順改善提案は、TKSで改訂
案を作成し、JESCOが確認の上承
諾する。

継続的に実施 TKS全社員 JESCO
設備保全課長
及び運転管理課
長

－ ・手順書再確認活動の記録
・提案内容のリスト化
・その後の対応記録

・4月第1週で実施
延べ518件再確認
実施

・5月第1週で実施
延べ494件再確認
実施

・6月第1週で実施
延べ571件再確認
実施

・7月第1週で実施
延べ578件再確認
実施

・8月第1週で実施
延べ566件再確認実
施

・9月第1週で実施
延べ563件再確認
実施

・10月第1週で実施
延べ582件再確認
実施

・11月第1週で実施
延べ503件再確認
実施

・12月第1週で実
施
延べ588件再確認
実施

・1月第1週で実施
延べ571件再確認
実施

・2月第1週で実施
延べ584件再確認
実施

・3月第1週で実施
延べ567件再確認実
施

・総再確認件数：
6,685件

全手順書に沿って職場に潜在する
危険有害要因を特定しリスクを見積
もり残留リスクとして管理する

継続的に実施 TKS全社員 運転部長
安全品質管理
部長

・リスクアセスメント活動に実施

－ － － － － －

・RA活動現場説
明、日程調整

・現場教育実施（7
回）

・試験的RA活動
の実施
・RA活動掲示板
設置

・試験的RA活動の
継続

・試験的RA活動の
継続

・試験的RA活動の
継続

・RA活動の試験運用
の開始

改訂手順書の教育及び遵守の徹底
を指導

手順書改訂の
都度

TKS各グループ TKS各グループ
長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・教育の記録
・ＴＫＳ環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「作
業手順書の管理」
が計画されることを
確認
・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数69件

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数5件

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数70件

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数73件
・7/16の環境推進
委員会で「改定手順
書の教育」が計画
通り実施されている
ことを確認

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数22件

・TKSからJESCO
への教育記録報告
件数は今月度は無
し

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数102件
・10/31の環境推進
委員会で「改定手
順書の教育」が計
画通り実施されて
いることを確認

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数50件

・TKSからJESCO
への教育記録報
告件数41件

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数79件
・1/19の環境推進
委員会で「改定手順
書の教育」が計画
通り実施されている
ことを確認

・TKSからJESCO
への教育記録報告
件数32件

・TKSからJESCOへ
の教育記録報告件
数90件

・総報告件数：633件

事故発生場所における表
示

・過去の事故発生場所に周知させ
るための表示を掲示
・外部に繋がるバルブにその旨を表
示
・ＳＤ剤受入認定作業名一覧を現場
に掲示

13/３末 TKS各グループ TKS社長 － ・過去の事故発生場所の表示
・外部に繋がるバルブ等の表示
・認定作業者の表示

－ －

・KBT「液処理ﾁﾗｰﾕ
ﾆｯﾄでの冷却水漏
洩」、及びＳＫＳ「熱
媒油被液による右
手火傷」の労災発
生箇所へ注意喚起
表示を実施

－

・フォークリフトバック
レスト損傷トラブル発
生場所に注意喚起
表示を実施

－ －

・「油圧ユニットから
の作動油漏洩」の
発生場所に注意喚
起表示を実施

－ － － －

・新たに注意喚起表
示を4箇所に設置

研修者への教育方法の見
直し

研修を行う際には専任の教育者を
付ける。

研修実施時 TKS各グループ TKS各グループ
長

－ ・教育計画
・研修記録 － －

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を１回実
施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を3回実
施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を1回実
施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を4回
実施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を4回
実施

－ －

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を3回実
施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を3回
実施

・ＳＤ剤受入作業に
係わる研修を3回実
施

・ＳＤ剤受入作業に係
る研修を計22回実施

・新人入構教育
・新人現場OJT教育（完了）

・入構教育9名実施 ・入構教育なし ・入構教育2名実施 ・入構教育1名実施
・新人現場OJT教
育実施（ｺﾝﾃﾞﾝｻ
班：1名、液処理
班：1名）

・入構教育なし
・新人現場OJT教育
実施（除染班：1名、
分析班：1名）

・入構教育1名実
施
・新人現場OJT教
育実施（除染班：1
名、分析班：1名）

・入構教育3名実施 ・入構教育2名実施 ・入構教育4名実
施

・入構教育1名実施
・新人現場OJT教
育実施（除染搬送
班：1名、解体班：1
名）

・該当なし ・入構教育2名実施
・新人現場OJT教
育実施（除染搬送
班：1名、除染班：1
名）

・入構教育23名実施
・新人現場OJT教育
実施（解体班：1名、ｺﾝ
ﾃﾞﾝｻ班：1名、液処理
班：1名、除染班：3
名、除染搬送班：2
名、分析班：2名）

１） 漏洩潜在リスク低減に関す
るプロジェクトによるリスク
評価

漏洩防止プロジェクトを設置し、ＰＣ
ＢはもちろんＰＣＢを含まない液体も
含めて漏洩リスクシナリオを作成
し、シナリオ毎の漏洩潜在リスクの
評価を実施。また、第三者の意見聴
取を実施。

13/３末 ＳＫＳ（神鋼環境ソ
リューション）及び
KBT（クボタ環境
サービス）に委託

JESCO
運転管理課長

－ ・漏洩防止プロジェクト記録
・対策記録

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「漏
洩防止プロジェクト
が毎月開催」が計
画されていることを
確認
・4/16にプロジェクト
総括会議を開催。
H25の活動結果を
確認

・5/29に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認

・6/26に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認
（2013年9月対比で
のリスク低減率：
33%）

・7/24に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認
（2013年9月対比で
のリスク低減率：
34%）

・8/28に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開催
し、漏洩防止対策の
進捗含め確認（2013
年9月対比でのリスク
低減率：44%）

・9/24に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認（2013年9月対比
でのリスク低減率：
47%）

・10/30に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認（2013年9月対比
でのリスク低減率：
47%）

・11/28に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認（2013年9月対比
でのリスク低減率：
54%）

・12/18に漏洩防
止プロジェクト会
議を開催し、漏洩
防止対策の進捗
含め確認（2013年
9月対比でのリス
ク低減率：54%）

・1/30に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認
（2013年9月対比で
のリスク低減率：
62%）

・2/23に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認（2013年9月対
比でのリスク低減
率：62%）

・3/26に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対策
の進捗含め確認
（2013年9月対比で
のリスク低減率：
65%）

・漏洩防止プロジェク
ト会議 12回開催

２） 誤操作防止のための設備
対策

３－２系以外の排気活性炭吸着槽
のバイパス管のバルブの操作ハン
ドルを取り外し

実施済み JESCO
運転管理課員

JESCO
運転管理課長

－ ・実施済

－ － － － － －

・10/28フォークリフ
ト後方衝突防止装
置の設置実施 － － － － －

・フォークリフト後方
衝突防止装置を設置

３）① 漏洩検知器の活用 分析廃水払出箇所等３箇所に漏洩
検知器を設置。設置した漏洩検知
器は、定期点検毎に機能点検を行
う。

実施済み JESCO
設備保全課員

JESCO
設備保全課長

－ ・漏洩検知器設置済
・漏洩検知器点検記録

・小型ﾄﾗﾝｽｴﾘｱ改
造工事で27箇所増
設し1箇所撤去

・5/19～21定期点
検期間中に、134箇
所の漏洩検知器を
点検 － － － － －

・11/5～7定期点検
期間中に、161箇所
の漏洩検知器を点
検
 （特ｺﾝｴﾘｱ27箇所
増設分含む）

－ － － －

・漏洩検知器総数（ｾ
ﾝｻｰ）　161箇所
・定期点検時に全て
点検実施

３）② ＳＤ剤送液ホースにカバー
取り付け

経年劣化による万一の破損対策と
してカバーを取り付け

実施済み ＴＫS受入班 JESCO
運転管理課長

・実施済
・フレキホースの定期交換

－ － － －

・8/27ＳＤ送液ホース
の更新を実施（80→
50A） － －

・ＳＤ受入室デッキ
等改修工事実施

－ － － －

・ＳＤ送液ホースの更
新等の対応実施

４） 不要設備等からの漏洩防
止対策

漏洩の可能性のある使用頻度の低
い又は不要設備に閉止措置を実施
注：H25.3までに不要設備280箇所
中179箇所の閉止措置を実施済み

Ｈ２６年５月 JESCO
設備保全課員又
は運転管理課員
TKS運転部員

JESCO
設備保全課長
又は運転管理
課長
TKS運転部長

－ ・該当設備のリストアップ
・対策実施記録

－

・小トラエリア等の
残箇所について、5
月定検で全て完了
（全266箇所）

－ － － － － － － － － －

・H26年5月の定検で全
て対応済み（全266箇
所）

① ＳＤ剤受入作業に係る
チェック体制の強化

受入作業にJESCO職員が立会
チェックしながら受入を実施。受入
作業後に、TKSが実績記録を作成
する。

継続的に実施 ＴＫS受入班 JESCO
運転管理課長
TKS受入払出グ
ループ長

－ ・ＴＫＳチェック記録
・JESCOチェック記録

・ＳＤ剤5回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤の受入なし ・ＳＤ剤4回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤4回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤1回受入作業
を立会確認

・ＳＤ剤4回受入作
業を立会確認
・9/26豊田市によ
るＳＤ受入れ作業
の立入検査があ
り、安全に作業して
いることを確認頂い
た。

・ＳＤ剤5回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤の受入なし ・ＳＤ剤3回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤3回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤3回受入作
業を立会確認

・ＳＤ剤3回受入作業
を立会確認

・SD剤総受入回数
        35回
・全て立会確認を実
施

作業手順書の遵守を徹底
するための作業の点検等

３）

（２）作
業面
からの
漏洩リ
スクの
評価
及び
対策

（３）設
備面
からの
漏洩リ
スクの
評価
及び
対策

１）ＳＤ



内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績項目
② ＳＤ剤受入の手順書の改

訂
・作業指揮者を作業責任者に名称
変更
・ドレンポット圧抜き弁（Ｖ-10）を閉じ
る手順を追加
・１工程毎にチェックし、ステップ毎
にバルブ状態をダブルチェック
・作業中のドレンポット周辺の監視

改訂済み TKS安全品質管理
部

JESCO
運転管理課長

－ ・手順書改訂済
・チェック記録

－ － － － － － － －

・ＳＤ受入室デッ
キ等改修工事完
了に伴う作業手
順書改定実施 － － －

・ＳＤ受入室デッキ等
改修工事完了に伴う
作業手順書の改定を
遅滞なく実施

③ 漏洩検知器の増設等 ドレンポット圧抜き管の下に設置し
た大型トレイに漏洩検知器を設置

設置済み JESCO
設備保全課

JESCO
設備保全課長

－ ・設置済
・定期点検時に点検 － －

・特ｺﾝｴﾘｱに27箇所
増設 － － － － － － － － －

・特ｺﾝｴﾘｱに27箇所増
設

④ バルブハンドルの一体化 送液バルブとドレンポット方向のバ
ルブの操作ハンドルを一体化し、両
方のバルブが同時に開にならない
措置を実施

措置済み JESCO
運転管理課員

JESCO
運転管理課長

－ ・実施済
・定期点検時に点検

－ － － － － － － － － － － －

・措置済み

① 活性炭交換工事時におけ
る運転再開のためのルー
ル化

活性炭交換後の運転再開時は、
JESCOがチェックシートにより再
チェックを実施した後、ＴＫＳに指示
をするルールとする

活性炭交換の
都度

JESCO
設備保全課

JESCO
運転管理課長

－ ・JESCOチェックシートの作成
・チェック記録
・環境管理計画書

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「交
換後の運転再開
チェック」が管理さ
れることを確認

・定期点検で活性炭
を交換した3系及び
5系の排気処理設
備については、
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・6/4活性炭を交換
した3-3系、及び
6/27 3-2系排気処
理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・活性炭交換作業な
し

・8/8活性炭を交換し
た3-2系排気処理設
備についてJESCOが
チェックシートにより
再チェックを実施し、
運転再開を指示

・9/19活性炭を交
換した3-2系排気
処理設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・活性炭交換作業
なし

・定期点検で活性炭
を交換した2系、3-2
系、及び4系の排気
処理設備について
は、JESCOがチェッ
クシートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・12/12 3系活性
炭交換実施。ＪＥ
ＳＣＯがチェック
シートにより確認
し、運用再開を指
示

・1/22活性炭を交換
した3-2系排気処理
設備について
JESCOがチェック
シートにより再
チェックを実施し、
運転再開を指示

・2/25 3-2系活性
炭交換実施。ＪＥＳ
ＣＯがチェックシー
トにより確認し、運
用再開を指示

・3/13 3系活性炭交
換実施。ＪＥＳＣＯが
チェックシートにより
確認し、運用再開を
指示

・3系 3回、2系・4系・5
系 各1回、3-3系1
回、3-2系 7回の活性
炭交換時にJESCO
がチェックシートで再
チェック

② バイパス弁の誤操作防止
対策

バイパス管のバルブを固定又は操
作ハンドルを取り外し

対策済み JESCO
運転管理課

JESCO
運転管理課長

－ ・実施済
－ － － － － － － － － － － －

・措置済み

③ ベンゼン濃度測定 液処理排気を対象とした活性炭吸
着槽の活性炭交換後のベンゼン濃
度測定を手順書に明記。

活性炭交換の
都度

ＴＫＳ液処理班 JESCO
運転管理課長

－ ・ベンゼン濃度測定記録 ・4/18 3-2系活性炭
交換後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃度
測定実施

・活性炭交換作業な
し

・6/4 3-3系、6/27
3-2系活性炭交換
後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃度測定
実施

・活性炭交換作業な
し

・8/8 3-2系活性炭交
換後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃度測定
実施

・9/19 3-2系活性
炭交換後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃
度測定実施

・活性炭交換作業
なし

・11/30 液処理1ﾊﾞｯ
ﾁ目に3‐2系活性炭
交換後のﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃
度測定

・活性炭交換作業
なし

・1/22 3-2系活性炭
交換後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃度
測定実施

・2/25 3-2系活性
炭交換後ﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃
度測定実施

・活性炭交換作業な
し

・3-2系排気処理設
備の活性炭交換 7回
・交換後には全て健
全性確認のためのﾍﾞ
ﾝｾﾞﾝ測定を実施

ネジ配管継手（ニップル）の
更新

当該ネジ配管継手については、強
度の高いものに交換するとともに、
各設備のネジ継ぎ手使用実態を調
査し、対策を検討する。

－

－

・定検でネジ配管継
手部の確認を行い
異常のないことを確
認（定期的な交換を
計画）

－ － － － －

・定検でネジ配管継
手部の交換実施
（腐食等の異常はな
かった）

－ － － －

・2回/年の定検でネジ
配管継手部の交換実
施し、腐食等の異常は
無く、健全性を確認

通路ではない場所を通行
し、又は狭い場所に入って
行う作業に対する対策

通行等の実態を調査し、対策を検
討する。

－

－ － －

・真空加熱エリア作
業デッキ設置工事
計画(10月末完成予
定)

－

・真空加熱エリア作
業デッキ設置工事
のうちA号機実施

・真空加熱エリア作
業デッキ設置工事
のうちB,C,D号機実
施

－ － － －

・3/27分析待台床板
設置

・適宜改善実施継続

金属被覆油圧ホース（３箇
所）への改造

振動抑制策として、素子裁断部直
近の作動油の固定配管（計３箇
所）を金属被覆油圧ホースに変更

H27.2末まで ＳＫＳ（神鋼環境ソ
リューション）に委
託

JESCO
設備保全課長

－ ・金属被覆油圧ホースへの変更

－ － － － － －

・10/10 油圧ユ
ニットからの作動
油漏洩発生
・10/28漏洩部固
定配管をゴム製油
圧ホースに交換

－ － －

・2/10,11素子裁
断部直近の作動
油の固定配管（計
３箇所）を金属被
覆油圧ホースに変
更

－

・振動抑制対策である
金属被覆油圧ホース
への変更完了

作動油抜き取り作業 今後使用しない油圧装置（4台）の
作動油抜き取り実施

H26.12末まで ＳＫＳ（神鋼環境ソ
リューション）に委
託

JESCO
設備保全課長

－ ・作動油抜き取り作業

－ － － － － － －

・未使用油圧装置
の作動油抜き取り
を下記日程で実
施。
11/ 7加熱装置油
圧ユニット
11/ 8搬送台車
A/B油圧ユニット
11/25小トラ油圧ユ
ニット(2箇所)

－ － － －

・未使用油圧装置の
作動油抜き取り作業
完了

その他装置での作動油漏
洩防止対策

水平展開として、その他油圧装置
（22台）作動油配管継手部の定期
点検

継続的に実施 ＳＫＳ（神鋼環境ソ
リューション）に委
託

JESCO
運転管理課長

－ ・油圧装置（22台）作動油配管継
手部の定期点検

－ － － － － －

・10/20～22初動
調査として各作動
油系統の代表部分
の滲み有無を調査

・11/4～28その他
22台の内16台の各
作動油系統継手部
の滲み調査、マー
キング、振動調査
等を実施

－ － － －

・計画していた作動油
系統の継手部滲み調
査、マーキング、振動
調査等を実施

非定常作業の手順 非定常作業フローシートに従い、事
前に関係者が集まり、作業内容の
確認、ＫＹ、責任者、仕事の分担等
をホワイトボードに記録した後、作
業を実施。

継続的に実施 JESCO及びTKSの
関係者

JESCO運転管
理課長、設備保
全課長

－ ・ホワイトボード記録 ・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：47件
実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：110件
実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：68件
実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：59件
実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：73件実
施

・ホワイトボードを
用いたＫＹ活動：47
件実施

・ホワイトボードを
用いたＫＹ活動：32
件実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：112件
実施

・ホワイトボードを
用いたＫＹ活動：
79件実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：39件
実施

・ホワイトボードを
用いたＫＹ活動：36
件実施

・ホワイトボードを用
いたＫＹ活動：28件
実施

・非定常作業におけ
るKY実施総数：730
件

発注仕様書へ気密試験実
施を記載

・点検施工業者に対する発注仕様
書に点検後の気密試験実施を記載
・気密試験は、業者が事前に実施
要領を作成し、JESCO等が内容を
確認の上実施

継続的に実施 JESCO設備保全
課

JESCO監督員 － ・発注仕様書
・実施要領

・仕様書に点検後
の気密試験実施を
明記した上で、工事
発注

・定期点検後に気
密試験を実施

－ － － －

・仕様書に点検後
の気密試験実施を
明記した上で、工
事発注

・定期点検後に気
密試験を実施

－

・ブラインチラー修
理後に気密試験実
施（運転連絡票で確
認）

・後処理槽排気冷
却器の清掃後に気
密試験を実施

・3系反応槽排気冷
却器の清掃後に気
密試験を実施

・定期点検、他点検・
補修工事後に確実に
実施

表示の見直し等 最新手順書の現場備え置き及び掲
示、法的義務付けのある表示の更
新

継続的に実施 TKS TKS運転部長 － ・人事異動に伴い危
険物保安監督者の
表示を変更 － －

・ＴＫＳ社長交代に
伴う「緊急連絡網」
の改訂実施 － － － － － － － －

・対応済み

運転廃棄物の整理 事業所で処理可能な廃棄物につい
て引き続き処理を実施

継続的に実施 TKS
JESCO運転管理
課

JESCO運転管
理課長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・防護服処理計画 ・所内処理
防護服：1,125着、ﾎﾟ
ﾘ袋：50㎏、廃油：
163Lを処理
・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「所
内処理計画」を確認

・所内処理は定期
点検中のため無し

・所内処理
防護服：2,250着、ﾎﾟ
ﾘ袋：100㎏

・7/14 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託（ﾄﾞ
ﾗﾑ缶：62本）
・所内処理
防護服：2,250着、ﾎﾟ
ﾘ袋：84㎏、廃油84L
・7/16の環境推進
委員会で「所内処
理」が計画通り実施
されていることを確
認

・8/1,7 運転廃棄物
を無害化認定業者へ
焼却処理委託（廃ﾌﾟﾗ
ﾄﾞﾗﾑ缶56本
(1764kg)+廃活性炭
容器394ｹｰｽ
(5760kg)）
・所内処理
防護服：1,125着、ﾎﾟﾘ
袋：50㎏、衣装ｹｰｽ：
143kg

・9/11 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託
（ﾄﾞﾗﾑ缶：62本
(2,260kg)）
・所内処理
防護服：2,250着、
ﾎﾟﾘ袋：63㎏

・10/3 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託
（ﾄﾞﾗﾑ缶：62本）
・所内処理
防護服：1,800着、
ﾎﾟﾘ袋：36㎏、衣装
ｹｰｽ：49kg
・10/31の環境推進
委員会で「所内処
理」が計画通り実
施されていることを
確認

・11/7 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託（ﾄﾞ
ﾗﾑ缶：62本）
・所内処理は定期
点検中のためなし

・12/16,27運転廃
棄物を無害化認
定業者へ焼却処
理委託（ﾄﾞﾗﾑ缶：
61本、40L容器：
369ｹｰｽ）
・所内処理
防護服：2,250着、
ポリ袋：100㎏、廃
油：110L

・1/28 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託（ﾄﾞ
ﾗﾑ缶：61本）
・所内処理
　防護服：1,125着、
ポリ袋：50㎏、廃油：
129L
・1/19の環境推進
委員会で「所内処
理」が計画通り実施
されていることを確
認

・2/16 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託
（ﾄﾞﾗﾑ缶：62本）
・所内処理
　防護服：2,025
着、ポリ袋：83㎏

・3/19 運転廃棄物
を無害化認定業者
へ焼却処理委託（ﾄﾞ
ﾗﾑ缶：62本）
・所内処理
　防護服：1,125着、
ﾎﾟﾘ袋：50㎏、廃油：
40L、ﾎﾟﾘﾀﾝｸ：136本

・無害化認定業者へ
の処理委託
　ﾄﾞﾗﾑ缶：550本＋
40L容器：763個
・所内処理
　防護服：17,325着
　ﾎﾟﾘ袋：666kg
　廃油：526ﾘｯﾄﾙ
  衣装ｹｰｽ：192kg
  ﾎﾟﾘﾀﾝｸ：136本

３．直接
的原因
への対
策の実
施

素子裁断装置油圧配
管からの作動油漏洩を
受けて実施した対策

２）ベ
ンゼン
漏洩
事故を
受けて
実施し
た対策

１）ＳＤ
剤漏
洩事
故を受
けて実
施した
対策

真空加熱Ｂ炉の油回転
真空ポンプからの潤滑
油漏洩を受けて実施し
た対策

豊
田
事
業
所
再
生
計
画



内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績項目
安全教育カリキュラムの見
直し

・安全セミナーの開催
・内容、講師等については、当該1
年の結果を踏まえ次年度分を計画

継続的に実施 JESC安全対策課 JESCO所長 環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・安全セミナー年間計画
・次年度計画の内容等の検討資
料

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「毎
月開催の計画であ
ることを確認
・4/16，23に第１回
を開催、テーマは
「ＰＣＢについて」

・5/14、21に第2回
を開催
テーマは「ヒューマ
ンエラー防止対策
について」

・6/11、18に第3回
を開催
テーマは「KY、指差
し呼称について」

・7/16、23に第4回
を開催、テーマは
「安全に関して」、合
わせて豊田市環境
保全課青木担当長
より、「ＰＣＢ処理基
本計画変更に関し
て、豊田市からのお
願い」というタイトル
で講演あり
・7/16の環境推進
委員会で「安全セミ
ナー」が計画通り実
施されていることを
確認

・8/21、28に第5回を
開催
テーマは「豊田事業
所施設改造につい
て」

・9/18、25に第6回
を開催
テーマは「JESCO
に関わる法令につ
いて」

・10/9、16に第7回
を開催
テーマは「漏洩防
止のための取り組
みについてその１」
・10/31の環境推進
委員会で「安全セミ
ナー」が計画通り実
施されていることを
確認

・11/13、20に第8回
を開催
テーマは「ヒューマ
ンエラー防止対策
（2）」

・12/11、18に第9
回を開催
テーマは「PCB処
理の基本計画処
理体系について」

・1/21、28に第10回
を開催
テーマは「漏洩防止
のための取り組み
その２」
・1/19の環境推進
委員会で「安全セミ
ナー」が計画通り実
施されていることを
確認

・2/18、25に第11
回を開催
テーマは「他事業
所のトラブル事例」

・3/10,17に第12回を
開催
テーマは「緊急時対
応等について」

・毎月2日間(4回）ｾﾐ
ﾅｰ開催

管理監督体制の明文化と
公示

・夕例会議及び朝会において作業
の実施を周知
・管理監督体制の現場表示

継続的に実施 夕例会
・通常時 JESCO
運転管理課
・定検時JESCO設
備保全課

JESCO運転管
理課長、設備保
全課長

－ ・夕例会運営要領 ・朝会及び夕例会
議報告、連絡調整
を徹底

同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 同左 ・通年実施

危機管理体制の見直し ・異常時／緊急時の連絡体制表に
施設内漏洩時の対応方法を記載
・異常時等には、TKSからJESCOへ
不具合速報により文書報告
・緊急時対応マニュアルを改訂し、
「緊急異常事態に該当しないトラブ
ル時の対応」を追加

緊急時対応マ
ニュアルは改
訂済み。

TKS JESCO安全対
策課長

－ ・異常時／緊急時連絡体制表
・液体漏洩時対応基準
・緊急時対応マニュアル

・人事異動に伴い緊
急連絡先を改訂
・4/26緊急通報訓
練実施

－

・7～8月に実施予
定の緊急時漏洩対
応訓練、及び夜間
想定防災訓練の計
画を立案

・液体漏洩対応訓
練を計13回、並び
に夜間想定防災訓
練を計3回実施
・7/30 消防署と合
同で避難、及び消
火訓練を実施

・液体漏洩対応訓練
を計3回、並びに夜
間想定防災訓練を計
1回実施
・8/27に夜間想定訓
練の改善事項（14項
目）の対応について
打ち合わせ実施

・9/12に液体漏洩
訓練反省点の打ち
合わせを実施。そ
の内容を9/24の漏
洩防止PJで報告

・10/17 地震対応
訓練を実施

－ － －

・2/19 総合防災訓
練を実施

－

・計画通り、各種訓練
を実施（液体漏洩対
応訓練を16回、夜間
想定防災訓練を4
回、緊急通報訓練を
1回、総合防災訓練
を2回、地震対応訓
練を1回）

運転時の体制 ・JESCOからの指示・回答は業務連
絡票又は運転連絡票により通知
・工程の停止、立ち上げについて
は、TKSが作業計画を作成、
JESCO運転管理課長の承認の徹
底

継続的に実施 JESCO運転管
理課長又は設
備保全課長

－ ・各種連絡票の運用標準 ・業務連絡票は32
件、運転連絡票は
70件

・業務連絡票は25
件、運転連絡票は
68件

・業務連絡票は24
件、運転連絡票は
22件

・業務連絡票は23
件、運転連絡票は
21件

・業務連絡票は20
件、運転連絡票は35
件

・業務連絡票は15
件、運転連絡票は
20件

・業務連絡票は30
件、運転連絡票は
56件

・業務連絡票は11
件、運転連絡票は
108件

・業務連絡票は16
件、運転連絡票
は27件

・業務連絡票は17
件、運転連絡票は
14件

・業務連絡票は18
件、運転連絡票は
21件

・業務連絡票は18
件、運転連絡票は
12件

・業務連絡票総数
        249件
・運転連絡票総数
        474件

定期点検時の体制 ・夕例会及び朝会で作業内容を報
告
・急遽実施する工事は、業務連絡票
又は運転連絡票で周知されていな
ければ不可

継続的に実施 JESCO設備保
全課長

－ ・夕例会運営要領
・各種連絡票の運用標準

・朝会及び夕例会に
元請け業者も出席
して、作業内容等の
報告を実施

・朝会及び夕例会に
元請け業者も出席
して、作業内容等の
報告を実施

－ － － － －

・朝会及び夕例会に
元請け業者も出席
して、作業内容等の
報告を実施

－ － － －

・毎定期点検時に実
施

施設内漏洩時の体制 ・液体漏洩時対応基準により対応
・トラブル検討委員会で、漏洩原因
の特定、処理の調整、再発防止対
策を検討、実施

緊急時に実施 TKS各ｸﾞﾙｰﾌﾟ JESCO所長 － ・液体漏洩時対応基準 ・漏洩トラブルの発
生なし

・5/19液処理ﾁﾗｰﾕ
ﾆｯﾄでの冷却水漏
洩ﾄﾗﾌﾞﾙ発生、5/29
第１回対策会議開
催

・液処理ﾁﾗｰﾕﾆｯﾄで
の冷却水漏洩ﾄﾗﾌﾞ
ﾙの最終報告会を
6/26に開催

・漏洩トラブルの発
生なし

・漏洩トラブルの発生
なし

・漏洩トラブルの発
生なし

・10/10に油圧ユ
ニットからの作動油
漏洩発生
・10/14、30に対策
会議を開催、10/31
には対策の進捗等
を豊田市環境保全
課へ事前報告実施

・11/14 作業部会で
作動油漏洩に関わ
る中間報告を実施
・11/28漏洩防止プ
ロジェクト会議で対
策の進捗を確認

・12/25 豊田市環
境保全課へ作動
油漏洩に関わる
最終報告書を提
出

・1/23 豊田市安全
監視委員会で作動
油漏洩に関わる報
告を実施

・漏洩トラブルの発
生なし

・漏洩トラブルの発
生なし

・油圧ユニットからの
作動油漏洩１件発生

安全の日活動 ・安全集会
・安全パトロール

継続的に実施 JESCO及びTKS全
員

JESCO所長
TKS社長

環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・毎月21日に安全集会及び安全
パトロール

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「安
全パトロール」が計
画されていることを
確認
・4/21安全集会、安
全パトロール実施

・5/21安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施
・5/13災害防止協
議会との合同パト
ロールを実施

・6/12 災害防止協
議会との合同パト
ロールを実施
・6/20安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施

・7/18 安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施
・全国安全週間の
活動として、7/1安
全大会の開催と7/3
安全週間での各グ
ループによるパト
ロールを実施
・7/16の環境推進
委員会で「安全パト
ロール」が計画通り
実施されていること
を確認

・8/21 安全集会の開
催、及び安全の日安
全パトロールを実施

・9/19 安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロール
を実施

・10/21 安全集会
の開催、及び安全
の日安全パトロー
ルを実施
・10/31の環境推進
委員会で「安全パト
ロール」が計画通り
実施されていること
を確認

・11/15,18,25 災害
防止協議会との合
同パトロールを実施
・11/25安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施

・12/5 災害防止
協議会との合同
パトロールを実施
・12/19 安全集会
の開催、及び安全
の日安全パトロー
ルを実施

・1/21 安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施
・1/19の環境推進
委員会で「安全パト
ロール」が計画通り
実施されていること
を確認

・2/20 安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロール
を実施

・3/20 安全集会の
開催、及び安全の
日安全パトロールを
実施

・原則毎月21日に安
全集会及び安全パト
ロールを実施
・安全パトロール指摘
件数　107件

過去の事故事案を教訓とし
た水平展開

JESCO、運転会社及びプラントメー
カーで漏洩防止プロジェクトチーム
を設置し、連携強化を図る

継続的に実施 JESCO、TKS、
SKS、KBT

JESCO
運転管理課長

・法的要求事
項一覧
・環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・漏洩防止プロジェクト会議議事
録

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「水
平展開の実施状
況」が管理されるこ
とを確認
・4/16にプロジェクト
総括会議を開催。Ｈ
25の活動結果を確
認
・4/24に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認

・5/29に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認

・6/26に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認

・7/24に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認
・7/16の環境推進
委員会で「過去の事
故事案の水平展
開」が計画通り実施
されていることを確
認

・8/28に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開催
し、漏洩防止対策の
進捗含め確認

・9/24に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認

・10/30に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認
・10/31の環境推進
委員会で「過去の
事故事案の水平展
開」が計画通り実
施されていることを
確認
・10/20にプロジェク
ト総括会議を開催
し、Ｈ26上期の活動
結果を確認

・11/28に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認

・12/18に漏洩防
止プロジェクト会
議を開催し、漏洩
防止対策の進捗
含め確認

・1/30に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対
策の進捗含め確認
・1/19の環境推進
委員会で「過去の事
故事案の水平展
開」が計画通り実施
されていることを確
認

・2/23に漏洩防止
プロジェクト会議を
開催し、漏洩防止
対策の進捗含め確
認

・3/26に漏洩防止プ
ロジェクト会議を開
催し、漏洩防止対策
の進捗含め確認

・漏洩防止プロジェク
ト会議 12回開催し、
漏洩防止対策の進
捗を確認

第三者による漏洩リスクの
観点からの検証

H23.12の撹拌洗浄エリア漏洩事故
の再発防止対策について漏洩リス
クの観点からの第三者による検証
評価

H25.3末まで JESCO設備保全
課員

千代田化工建
設（株）

・法的要求事
項一覧

・第三者機関の業務報告書 ・4/24のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・5/28のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・6/19のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・7/24のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・8/21のSKS・TKS連
絡会議に千代田化
工建設(株)が第三者
として参加し、漏洩防
止活動について意見
交換実施

・9/18のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・10/23のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・11/28のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・12/24のSKS・
TKS連絡会議に
千代田化工建設
(株)が第三者とし
て参加し、漏洩防
止活動について
意見交換実施

・1/23のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・2/23のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第
三者として参加し、
漏洩防止活動につ
いて意見交換実施

・3/23のSKS・TKS
連絡会議に千代田
化工建設(株)が第三
者として参加し、漏
洩防止活動につい
て意見交換実施

・SKS・TKS連絡会議
に12回出席

施設の老朽化対策 定期点検時に必要なメンテナンス
を実施することにより、今後の施設
老朽化に伴う設備トラブルを防止

春秋の定期点
検時に実施

JESCO設備保全
課

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧

4/18中長期保全計
画定期打合せ

・定期点検時にリボ
イラー点検・交換等
を実施

6/23中長期保全計
画定期打合せ

・TCB分離塔周辺
詰り対策検討
・7/30中期保全計
画定期打合せ

・TCB分離塔周辺
詰り対策実施（秋期
定検時までの暫定
処置）

・施設外壁の点
検、及びシールの
補修実施
・自家発棟排気
口、排水溝の補修
実施
・9/3中期保全計
画定期打合せ

・施設外壁の点
検、及びシールの
補修実施
・10/3中長期保全
計画の定期打合せ
(計画まとめについ
て)

・TCB分離塔周辺
詰り対策の恒久対
策完了
・施設外壁のシー
ルの補修追加実施
・11/26中長期保全
計画の定期打合せ
(27年度分計画検
討)

・老朽化対応含
め次年度予算検
討

・27年度実施項目
予算化（予算最終
案提出）

・春期定検での実
施項目協議
・老朽化対策に関
わる春期工事分を
一括発注にて契
約手続き実施

3/20中長期保全計
画に関する打合せ
実施

中長期保全計画に基
づき、27年度改修工
事を計画

外部業者に対する指導監
督の徹底

事前に委託業者から作業要領書又
は作業手順書を提出させ、内容の
確認を実施

継続的に実施 点検工事委託業
者

JESCO設備保
全課員

・法的要求事
項一覧

・作業要領書又は作業手順書 ・4/21災害防止協
議会で注意事項を
徹底

・定期点検時に行っ
た作業について実
施
・点検作業要領書
の事前確認

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック

・点検工事業者が作
成した作業要領書又
は作業手順書を
チェック

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック
・10/27災害防止協
議会において外部
業者への定検にお
ける注意事項を周
知

・定期点検時に行っ
た作業について実
施
・点検作業要領書
の事前確認
・災防協合同パト
ロールを期間中定
期的に実施し点検

・点検工事業者が
作成した作業要
領書又は作業手
順書をチェック

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック

・点検工事業者が
作成した作業要領
書又は作業手順書
をチェック

・点検工事業者が作
成した作業要領書
又は作業手順書を
チェック

通年実施

3

)

対
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実
施

豊
田
市
議
会
か
ら
の
要
望
に
対
す
る
回
答

再生計
画策定
以降、
継続し
て実施
していく
内容



内容 いつまでに 実施者 確認者 ＥＭＳへの反映 対応内容 H26.4 H26.5 H26.6 H26.7 H26.8 H26.9 H26.10 H26.11 H26.12 H27.1 H27.2 H27.3 H26年度実績項目
・トラブル事案等の発表の際には、
リスクが分かりやすい情報を付加す
る等の情報公開の充実

継続的に実施 JESCO安全対策
課員

JESCO所長 ・法的要求事
項一覧

・トラブル発生なし ・5/27「熱媒油被液
による右手火傷」の
労災発生。「豊田事
業所におけるトラブ
ル等の発生時にお
ける報告・公表基
準」に基づき、豊田
市へ状況説明

・トラブル発生なし ・トラブル発生なし ・トラブル発生なし ・トラブル発生なし ・10/10に発生した
「油圧ユニットから
の作動油漏洩」、及
び「大型トランス解
体作業中に左手負
傷」について、「豊
田事業所における
トラブル等の発生
時における報告・公
表基準」に基づき、
10/14豊田市へ状
況説明
・作動油漏洩につ
いて、地元7自治区
長に状況説明実施

・「油圧ユニットから
の作動油漏洩」の
件を事業所だより11
月号に掲載

・トラブル発生なし ・トラブル発生なし ・2/27に発生した
「分析室ドラフト
チャンバー内での
発火」について 豊
田市消防本部、豊
田市環境保全課、
豊田労働基準監督
署、愛知県環境部
廃棄物監視指導
室、地元７自治区
長へ連絡
・同日に事業部会
委員へメールにて
状況報告
 

・「2/27 分析室ドラ
フトチャンバー内で
の発火」について、
3/5 豊田市環境部
長へ報告、3/12～
16 地元７自治区長
へ最終報告実施、
3/25 豊田市環境保
全課へ最終報告書
を提出

・「豊田PCB処理事業
所におけるトラブル
等の発生時における
報告・公表基準」に基
づき、3件について報
告実施

・「事業だより」の内容充実 継続的に実施 JESCO総務課員 JESCO所長 ・法的要求事
項一覧
・環境マニュア
ル４．３．３ 「環
境管理計画
書」で管理

・4/17の環境推進
委員会で環境管理
計画書において「事
業だより」の毎月発
行が計画されてい
ることを確認
・4/8に4月号を発行

・5/8に5月号を発行 ・6/6に6月号を発行 ・7/8に7月号を発行
・7/16の環境推進
委員会で「事業所だ
より」が計画通り発
行されていることを
確認

・8/4に8月号を発行 ・9/8に9月号を発
行

・10/8に10月号を
発行
・10/31の環境推進
委員会で「事業所
だより」が計画通り
発行されていること
を確認

・11/6に11月号を発
行

・12/8に12月号を
発行

・1/8に1月号を発行 ・2/6に2月号を発
行

・3/6に3月号を発行 ・事業だよりは毎月
発行

第６系統排気エリアである一般PCB
廃棄物取扱区域の差圧値を日常的
に管理する

継続的に実施 TKS JESCO運転管
理課

・法的要求事
項一覧

・点検記録簿 ・毎日差圧値を測定
実施

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・通年実施

配管のゆるみを毎週、毎月、年次点
検を実施する。熱や振動によりゆる
む可能性のあるところは年３回確
認。

継続的に実施 TKS、設備保全課
員

設備保全課長 ・法的要求事
項一覧

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・定期点検で問題な
いことを確認済み
・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検の
際に異常が無いかを
確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・定期点検で問題な
いことを確認済み
・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無
いかを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検
の際に異常が無い
かを確認

・毎日の巡回点検の
際に異常が無いか
を確認

・定期点検で確認

安全行動基準・安全作業基準ガイド
ラインを策定し、JESCO,TKSの全員
に配布。自己評価、上司助言する
仕組みとした。

継続的に実施 全員 各課長
安全対策課

・法的要求事
項一覧

・JESCOは、4/22の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの4月度月例
安全活動は『挨拶と
服装』で全8グルー
プより報告あり。
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、5/27の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの5月度月例
安全活動は『足場
の確保』で全8グ
ループより報告あ
り。
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、6/24の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの6月度月例
安全活動は『職場
の４S』で全8グルー
プより報告あり。
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、7/22の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの7月度月例
安全活動は『熱中
症に注意』で全8グ
ループより報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、8/26の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの8月度月例安
全活動は『指差呼
称』で全8グループよ
り報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業基
準の読み合わせを実
施

・JESCOは、9/30
の安全衛生委員会
でチェック状況を確
認
・TKSの9月度月例
安全活動は『報・
連・相』で全8グ
ループより報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全
行動基準、安全作
業基準の読み合わ
せを実施

・JESCOは、10/28
の安全衛生委員会
でチェック状況を確
認
・TKSの10月度月
例安全活動は『保
護具の装着と手洗
い』で全8グループ
より報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全
行動基準、安全作
業基準の読み合わ
せを実施

・JESCOは、11/25
の安全衛生委員会
でチェック状況を確
認
・TKSの11月度月例
安全活動は『挟ま
れ・巻込まれに注
意』で全8グループ
より報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、
12/25の安全衛生
委員会でチェック
状況を確認
・TKSの12月度月
例安全活動は『非
定常作業でのKY』
で全8グループよ
り報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全
行動基準、安全
作業基準の読み
合わせを実施

・JESCOは、1/27の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの1月度月例
安全活動は『職場
の4S』で全8グルー
プより報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・JESCOは、2/24
の安全衛生委員会
でチェック状況を確
認
・TKSの2月度月例
安全活動は『指差
呼称』で全8グルー
プより報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全
行動基準、安全作
業基準の読み合わ
せを実施

・JESCOは、3/24の
安全衛生委員会で
チェック状況を確認
・TKSの3月度月例
安全活動は『足元の
確認』で全8グルー
プより報告あり
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に安全行
動基準、安全作業
基準の読み合わせ
を実施

・通年実施

H18.12.21 上水の流出事故
発生時の約束事項

JESCO監督員は、監督記録・検査
記録を新たに整備し、上司に適宜
報告する。

継続的に実施 JESCO設備保全
課員

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧

・監督記録簿
・検査記録簿

・監督記録簿及び
検査記録簿を作成
（継続実施）

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・通年実施

当該熱交換器については、重点管
理項目として巡回点検時に確認す
る。

継続的に実施 TKS
JESCO設備保全
課員

TKS運転部長 ・法的要求事
項一覧

・除染班にて毎直の
巡回点検時に確認
実施中

・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・同左 ・通年実施

遮蔽フード内床のコーキング状態の
継続的点検。

年４回実施 JESCO設備保全
課員

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧

・コーキング点検結果

－

・定期点検中の5/9
～22で1Fフード内
及び4Fフード内の
107定点を点検

－ －

・8/1～3で1Fフード
内及び4Fフード内の
107定点を点検 － －

・11/4～15で1Fフー
ド内及び4Fフード内
の107定点を点検 － －

・2/9～11で1Fフー
ド内及び4Fフード
内の107定点を点
検

－

・年4回点検実施

3-2系活性炭の中間のベンゼン濃
度を週１回（H20.3に月１回を変更）
測定し、25mg/m3に近づいた時点
で破過と見なして活性炭を交換す
る。

定期的に実施 TKS
JESCO設備保全
課員

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧

・チェックリスト ・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし
・4/18 3-2系の活性
炭交換。交換後の
ベンゼン濃度測定
結果は異常なし

・定期点検中のため
週1回のベンゼン測
定なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし
・6/27 3-2系の活性
炭交換。交換後の
ベンゼン濃度測定
結果は異常なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし
・8/8 3-2系の活性炭
交換。交換後のベン
ゼン濃度測定結果は
異常なし

・ベンゼン濃度測
定を週１回実施。
結果は異常なし
・9/19 3-2系の活
性炭交換。交換後
のベンゼン濃度測
定結果は異常なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし

・定期点検中のため
週1回のベンゼン測
定なし
・11/30 液処理1ﾊﾞｯ
ﾁ目に3‐2系活性炭
交換後のﾍﾞﾝｾﾞﾝ濃
度測定結果は異状
なし

・ベンゼン濃度測
定を週１回実施。
結果は異常なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし
・1/22 3-2系の活性
炭交換。交換後の
ベンゼン濃度測定
結果は異常なし

・ベンゼン濃度測
定を週１回実施。
結果は異常なし
・2/25 3-2系の活
性炭交換。交換後
のベンゼン濃度測
定結果は異常なし

・ベンゼン濃度測定
を週１回実施。結果
は異常なし

・ベンゼンの週1回測
定を継続（定検中を
除く）
・3-2系排気処理設
備の活性炭交換 7
回、交換後には全て
健全性確認のための
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ測定を実施

その他の系の活性炭も中間のベン
ゼン濃度を月１回測定し、10mg/m3
に近づいた時点で活性炭を交換す
る。

定期的に実施 TKS
JESCO設備保全
課員

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・4/28 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃
度測定実施

・定期点検中のた
月1回のベンゼン測
定なし

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・6/29 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃
度測定実施

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・7/27 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃
度測定実施

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・8/31 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃度
測定実施

・ベンゼン濃度測
定を月１回実施
・9/28 3-3系活性
炭吸着槽ベンゼン
濃度測定実施

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・10/26 3-3系活性
炭吸着槽ベンゼン
濃度測定実施

・定期点検中のた
月1回のベンゼン測
定なし

・ベンゼン濃度測
定を月１回実施
・12/28 3-3系活
性炭吸着槽ベン
ゼン濃度測定実
施

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・1/25 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃
度測定実施

・ベンゼン濃度測
定を月１回実施
・2/22 3-3系活性
炭吸着槽ベンゼン
濃度測定実施

・ベンゼン濃度測定
を月１回実施
・3/29 3-3系活性炭
吸着槽ベンゼン濃
度測定実施

・3-3系活性炭ｌ吸着
槽のベンゼン濃度測
定を毎月1回実施

H19.5.13 設備改良中の冷
却水漏洩事故発生時の約
束事項

真空加熱炉とオイルスクラバーの熱
交換器系統のバルブは閉止したこ
とを確認後工事等を行う。

工事実施時 TKS
JESCO設備保全
課員

JESCO設備保
全課長

・法的要求事
項一覧 － － － － － － － － － － － － －

全社的取組（各事業所の安全対策
担当で情報交換とクロスチェック、
全社安全大会、TKSへの監査導入）

適宜実施 JESCO安全対策
課員
本社

JESCO安全対
策課長

・法的要求事
項一覧

－ －

・6/23 環境安全監
査室の監査対応実
施

・7/31-8/1 本社に
よる内部技術評価
実施

・8/29 全社安全セミ
ナー開催

－ － － － － －

・3/12,13 安全対策
課情報交換会に参
加（場所：北九州
PCB処理事業所）

・全社安全セミナーの
開催
・環境安全監査室監
査の対応実施
・安全対策課情報交
換会への参加

漏洩防止対策の実施状況を豊田
市、監視委員会及び環境省へ定期
的に報告。

継続的に実施 JESCO所長 豊田市
環境省

－ ・豊田市立ち入り記録
・作業部会立ち入り記録
・監視委員会資料、議事録
・環境省への説明記録

・4/16　豊田市へＨ
25年度の漏洩防止
対策の実施状況に
ついて報告

－

・6/24 作業部会開
催

－ － －

・10/15　豊田市へ
Ｈ26年上期の漏洩
防止対策の実施状
況について報告

・11/14 作業部会が
開催され、作動油
漏洩に関わる中間
報告を実施

・12/25 豊田市環
境保全課へ作動
油漏洩に関わる
最終報告書を提
出

・1/23 豊田市安全
監視委員会で作動
油漏洩に関わる報
告、並びに漏洩防
止活動の進捗につ
いて報告

・2/23 豊田市環境
保全課へ作動油漏
洩に関わる対策の
その後の進捗につ
いて報告

－

・豊田市作動油漏洩
に関する報告書提出
・合わせて、監視委
員会、作業部会でも
作動油漏洩の対策を
報告実施

過
去
の
監
視
委
員
会
で
の
約
束
事
項

豊田市等への定期的報告

H19.1.30 ベンゼン濃度管
理目標値の超過事故発生
時の約束事項

H19.1.14 真空加熱エリアに
おける冷却水漏れ事故発
生時の約束事項

H17.11.21 PCB漏洩事故発
生時の約束事項

これまで以上の情報開示


